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要旨：現在、日本語教育の場面で接続表現はどのように教えられているのだろうか。学習

者の接続表現使用について傾向がわかれば、学習者にとってより効果的な指導法を見出せ

るのではないだろうか。本研究では I-JAS コーパスの「対話」タスクを使用し、英語・中

国語・韓国語を母語とする日本語学習者及び日本語母語話者の接続表現使用について調査

した。その結果、相対的に学習者は日本語母語話者に比べ接続表現使用数が少ない、学習

者は「そして」 「その後」 「それから」を多く使用する傾向がある一方、日本語母語話

者は「そして」の使用は少ない、また、日本語母語話者は、「で」の使用数が多いという

ことがわかった。  
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1. 背景と目的 

 日本語教育の場面で接続表現はどれぐらい体系的に教えられているのだろうか。他の文

法事項に比べ、接続表現の習得に関しては、それほど重点的に学習する機会のない日本語

学習者が多いのではないだろうか。学習者にとって、接続表現は、日本語母語話者とは違

い、体系的に教えられる必要があると思われる。学習者の接続表現使用について研究が進

み、どのような傾向があるのかを知れば、日本語教員にとって学習者に接続表現を教える

際のヒントとなるのではないだろうか。  

 接続表現についてこれまで様々な興味深い研究がなされてきた。浅井（2003）は、 

日本語母語話者と中国人日本語学習者 による作文を調査し、接続詞の使用状況を比較・

分析をしている。学習者の方が母語話者より接続詞使用は多く、「そして」「つまり」「そ

うすれば」「そうしたら」などの接続詞に関しては、母語話者より学習者の方が多く使用

していたこと、「だから」「だけど」「でも」などの主に話し言葉に使われる接続詞につい

ては、学習者は用いているが母語話者は用いていないことなどが報告されている。  

 倉持・鈴木（2007）は、留学生の接続詞使用状況の調査を実施し、1 学習者は接続詞を

よく耳にし、目にしている割には正確に使えない、2 接続詞習熟には日本滞在年数は関係

ない、3 接続詞は自然習得しやすいものも一部あるが、しにくいものが多い、4 初級のも

のとされてきた「そして」「それから」、N2 基準の「すると」に誤用が多いことを報告し
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ている。  

 金（2017）は、YNU 書き言葉コーパスの 1,080 編の作文を対象に接続詞を抽出し、そ

のタイプ別に比較した結果、日本語母語話者、韓国語母語話者、中国語母語話者間の接続

詞使用傾向に違いがあることを明らにした。さらに、金（2017）は順接の接続詞に注目

し、韓国語母語話者は「それで」の使用が目立ち、その理由として、日本語母語話者が

「そこで」」や「すると」を使用している時にも「それで」を使っていたためであると論

じている。以上のように、接続表現についての興味深い研究はあるが、規模が小さいもの

が多く、また、中国語や韓国語母語話者対象の研究が多い。  

 一方、2020 年 3 月に完成した I-JAS コーパスは現在日本語学習者コーパスとしては最

大規模のコーパスとして注目を浴びている。I-JAS コーパスはその完成前からもデータの

一部が公開され研究に使われてきた。I-JAS コーパスを使った研究としては、迫田、蘇、

張（2016）、小西（2017）、李（2020）、石川（2020）などが挙げられる。  

 迫田、蘇、張（2016）は、I-JAS コーパスの中国語母語話者によるロールプレイを調査

し、中国語母語話者は「念押し」の表現を多用するが、それは母語転移の可能性が極めて

高いと結論付けている。  

 小西（2017）は、ストーリーテリングとロールプレイのタスクを用いて、中級レベルの

日本語学習者と日本語母語話者の発話を語彙の観点から比較した。日本語母語話者はジャ

ンルに適した語彙産出が見られた一方で、日本語学習者には見られなかった。また、日本

語母語話者と日本語学習者で過小使用語と過剰使用語を抽出し，結果を質的に分析した。  

 李（2020）は、I-JAS コーパスのストーリーライティングの作文データを用い、作文に

おける語彙のレベルと作文全体のリーダビリティについて分析している。初級後半から中

級後半レベルの語彙については、学習者の習熟度が上がるにつれ、語彙の使用量も増えて

いることを報告している。またリーダビリティについては、学習者の習熟度が上がるにつ

れて、リーダビリティの難易度も上がり、上級学習者の作文は初級後半から中級後半相当

になると結論付けている。  

 石川（2020）は、I-JAS コーパスの対話タスクにおける、12 種の異なる母語を持つ中級

の学習者と日本語母語話者による副詞の使用について比較・分析をしている。学習者の副

詞の使用数は日本語学習者の半数ほどであること、母語の言語系統による差は見られなか

ったこと、また、学習者と日本語母語話者がそれぞれ特に高頻度で使用している副詞や、

学習者全体が日本語母語話者に対し、特徴的に過剰または過少に使用している副詞などを

挙げている。  

 このように I-JAS コーパスを使った研究はあるが、接続表現に関する研究の数はまだ少

ない。以上のことを踏まえ、本研究では I-JAS コーパスを使用し、英語・中国語・韓国語

を母語とする日本語学習者及び日本語母語話者の接続表現使用について調査した。  

 

2. 調査方法と研究課題  
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 本研究では、多言語母語の日本語学習者横断コーパス（ International Corpus of Japanese 

as a Second Language、以下 I-JAS コーパス）中納言 2.4.5 データバージョン 2020.03 の

「対話」タスクを使用して、英語・中国語・韓国語を母語とする日本語学習者及び日本語

母語話者の接続表現使用について調査した。対象とする接続表現は石黒（2009）に挙げら

れている 137 種の中から、日本語母語話者が 10 回以上使用している 28 種を抽出した（接

続表現については表 2 を参照）。本研究の研究課題と調査方法は以下の通りである。  

研究課題 1 

I-JAS コーパスの「対話」タスクにおいて、中国語・韓国語・英語・日本語母語話者の間

で接続表現の使用頻度について違いが見られるか。  

→【調査方法】接続表現の相対頻度を計算、また、ピボットテーブルによる集計および

SPSS による一要因分散分析を実施。  

研究課題 2 

中国語・韓国語・英語・日本語の母語話者ごとに多用する接続表現に違いがあるか。  

→【調査方法】ピボットテーブルの集計及び SPSS によるコレスポンデンス分析を実施。 

 

3. 調査結果と考察  

 まず、I-JAS コーパスの「対話」タスクにおいて、中国語・韓国語・英語・日本語母語

話者の間で接続表現の使用頻度について違いが見られるかという研究課題 1 の結果につい

て述べる。接続表現使用総数は中国語母語話者（100 名）が 3,598、韓国語母語話者（100

名）が 7,404、英語母語話者（100 名）が 4,330、日本語母語話者（50 名）は 7,302 となっ

ている。母数が異なるため、小林（2019）を参考に、単純頻度を総語数で割り 1000 語あ

たりの相対頻度を計算した。各グループの相対頻度は表 1 の通りである。  

 

表１1,000 語あたりの相対頻度 

 中 韓 英 日 

1,000 語あたりの相対頻度  1.29 2.13 1.56 3.12 

 

 表 1 からわかるように、韓国語母語話者の接続表現使用は日本語母語話者に近いが、中

国語母語話者と英語母語話者は日本語母語話者に比べ、接続表現の使用頻度が低い。ま

た、相対的に学習者は日本語母語話者に比べ、接続詞の使用数は少ない傾向があるという

ことがわかる。これは学習者の産出する  一文の長さは日本語母語話者に比べて短い傾向

があることの影響していることも考えられる。習熟度が上がり、より長い文章・複雑な文

章を話せるようになれば、接続表現の頻度も上がるかもしれない。また、分散分析を行っ

た結果、グループ間では有意差が見られた(F(3,22630) = 67.122, p=.000, η2=.09）。 

 次に、中国語・韓国語・英語・日本語の母語話者ごとに多用する接続表現に違いがある

かという研究課題 2 の結果についてであるが、各接続表現の使用数は以下の通りである。  
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表 2 母語話者ごとの接続表現使用数  

  母語 

接続表現  中国語 韓国語 英語 日本語  合計 

あと 81 92 34 307 514 

逆に 4 14 1 40 59 

結局 3 31 12 48 94 

けど 403 2,395 1,056 2,218 6,072 

けれども  9 156 31 252 448 

最後に 12 10 7 23 52 

最初に 2 32 6 26 66 

しかも 5 8 4 15 32 

じゃあ 19 33 29 46 127 

そうすると  0 1 1 27 29 

そして 786 197 692 14 1,689 

その後 56 112 68 37 273 

それから  162 58 133 32 385 

それで 74 684 133 179 1,070 

だから 287 334 258 232 1,111  

だけど 13 71 34 18 136 

ただ 115 138 18 102 373 

たとえば  2 5 12 21 40 

で 52 141 201 1,005 1,399 

ていうか  4 75 1 66 146 

ですけど  225 1,552 374 1,738 3,889 

でも 1,271 1,216 1,220 604 4,311 

というか  3 26 1 62 92 

とくに 0 0 0 113 113 

とにかく  8 10 4 27 49 

むしろ 1 10 0 10 21 

要するに  0 2 0 29 31 

要は 1 1 0 11  13 

周辺 3,598 7,404 4,330 7,302 22,634 

 

 ここから、1) 学習者は「で」の使用が少ない一方、日本語母語話者は多く使用してい

る、2) 中国語・韓国語・英語母語話者は「そして」「その後」「それから」を多く使用す
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る傾向がある一方、日本語母語話者は「そして」の使用は少ない、3) 中国語・韓国語・

日本語母語話者に比べ、英語母語話者は「ただ」の使用が少ない、ということがわかる。

1)及び 2) については、日本語母語話者は会話では「そして」を使用せず「で」で代用し

ているケースが多く、そのため「で」の使用数が多くなっているのではないだろうか。ま

た、日本語母語話者にとって「そして」は口語ではなく文語で使う接続表現なので、「そ

して」の日本語母語話者による使用数は少ないのではないだろうか。  

 また、コレスポンデンス分析の結果、日本語母語話者はいろいろな接続表現を使用して

いるのに対し、中国語・韓国語・英語を母語とする学習者は使用する接続表現に偏りがあ

ることが分かった（図 1）。なお、イナーシャの寄与率は次元 1 が.768、次元 2 が.971 で

あった。一般的に、日本語母語話者に比べ習得している語彙数が少ない学習者は、使用す

る接続表現の種類が、日本語母語話者に比べて少ないことは容易に理解できる。  

 

 

図 1 コレスポンデンス分析結果  

 

4. おわりに 

 本研究では、I-JAS コーパスの「対話」タスクにおいて、中国語・韓国語・英語・日本

語母語話者の間で接続表現の使用頻度について違いが見られるか、また、中国語・韓国

語・英語・日本語の母語話者ごとに多用する接続表現に違いがあるかについて調査した。

接続表現の使用数については、学習者は日本語母語話者に比べ使用数が少なかった。ま

た、学習者は「そして」  「その後」 「それから」を多く使用する傾向がある一方、日本

語母語話者は「そして」の使用は少なく、また、日本語母語話者は、「で」の使用数が多

い、ということもわかった。日本語母語話者は、話す時と書く時で使用する接続表現を使

い分けているのではないだろうか。学習者も日本語母語話者のように、いろいろな用法で

「で」を使用したり、話す時と書く時で接続表現を使い分けたりすることができれば、よ

り日本語母語話者に近い日本語の産出につながるのではないだろうか。  
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 なお、今後の研究課題としては、他の言語の母語話者も対象にしたり、あるいは、一つ

一つの接続表現についてデータを細かく見て行くと、また何か新たな発見があるのではな

いかと思われる。また接続表現を「順接」や「逆接」などのジャンル別に分類して調査し

たり、また、学習者の習熟度別に調査してみたりすると興味深い結果が得られるかもしれ

ない。 
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